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西日本弁理士西日本弁理士西日本弁理士西日本弁理士クラブクラブクラブクラブ若手会主催若手会主催若手会主催若手会主催    

シリーズシリーズシリーズシリーズ研修研修研修研修「「「「特許    拒絶理由対応の実務」」」」のごのごのごのご案内案内案内案内    

 

拝啓 益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は若手会のためにご協力賜り、厚く

お礼申し上げます。 

 さて、若手会員の皆さんは、特許の拒絶理由対応の業務において、「クライアントからコ

メントについて補足説明を求められた」とか、「他の事務所は○○なのに、と比較された」

といったことはありませんか？ また、「自信があったのに拒絶査定がきてしまった！」と

いう経験はありませんか？ 

 出願当初のクレームや明細書がそれなりに良く出来ていても、適切な拒絶理由対応がで

きなければ、権利化できるものもできなくなってしまいますし、逆に、当初クレームに問

題があっても拒絶理由の対応次第では挽回することも可能です。そういう意味では、拒絶

理由対応は、明細書作成と同様に弁理士の資質が問われる重要な場面であると言えます。 

 そこで、若手会では、本年度、全２回のシリーズ研修「特許 拒絶理由対応の実務」を企

画いたしました。この研修では、実際の出願事件を題材に、拒絶理由通知書の読み方、引

用文献の読み方、反論点の探り方、クライアントへのコメントや、意見書・補正書の作成

要領をテーマに、実際に皆さんにコメントや意見書・補正書を起案・提出して頂き、グル

ープディスカッションや、現役若手会員の先生による講義を通じて、皆さんの拒絶理由対

応のスキルアップを狙って頂きます。まさに、「「「「若手会員若手会員若手会員若手会員のののの、、、、若手会員若手会員若手会員若手会員によるによるによるによる、、、、若手会員若手会員若手会員若手会員のののの

ためのためのためのための実務実務実務実務研修研修研修研修」」」」となっています。 

 また、当研修は、若手会員のみならず、西日本弁理士クラブの会員でない若手弁理士の

方にも参加して頂きたいと考えております。お近くに興味をお持ちの方がおられましたら、

お誘いあわせの上、ご参加頂ければ幸いです。 

 研修内容 開催日時 備考 

第１回 
拒絶理由通知書の読み方～ 

コメントの作成 

平成２３年１１月 ２日（水） 

18：30～21：00 
 

第２回 

対応方針決定～ 

意見書・補正書の起案・コメント

の活かし方 

平成２３年１１月２６日（土） 

14：30～17：30（途中休憩 15 分） 

終了後に 

懇親会有り 

    参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書をををを添付添付添付添付しますしますしますします。。。。奮奮奮奮ってごってごってごってご参加下参加下参加下参加下さいさいさいさい。。。。        

謹白 



シリーズシリーズシリーズシリーズ研修研修研修研修    特許 拒絶理由対応の実務 受講申込書受講申込書受講申込書受講申込書    

 

記 

日程：第１回 平成２３年１１月 ２日（水） １８：３０～２１：００ 

   第２回 平成２３年１１月２６日（土） １４：３０～１７：３０（休憩１５分） 

場所：日本弁理士会近畿支部室会議室 (http://www.kjpaa.jp/) 

定員：３６名 ※先着順で定員になり次第締め切らせて頂きます。 

受講料：西弁会員：無料  非会員：２０００円（２回分。当日入会の場合、無料。） 

   懇親会は有料です。詳細は受講者各位に別途ご案内させて頂きます。 

    

※ 受講希望の方は、下記申込欄に必要事項を記入し、１０月１４日（金）までにＦＡＸ

（06-6443-9544）又はＥ－ｍａｉｌ（maeda@ehara-pat.gr.jp）にてご連絡下さいま

すようお願い申し上げます。 

※ お申し込み頂いた方には、実習の題材をメールにて送付させて頂きますので、メール

アドレスのご記入をお間違いの無い様にお願いします。 

※ 本研修は日本弁理士会の継続研修として申請中です。受講後に所定の申請をすると第

１回、第２回の夫々について 2.5 単位が認められる予定です。 

 

---------------------------＜キリトリ不要＞--------------------------- 

［申込欄］江原特許事務所 前田礼子 宛（ＦＡＸ：０６－６４４３－９５４４） 

『『『『シリーズシリーズシリーズシリーズ研修研修研修研修    特許 拒絶理由対応の実務』』』』をををを受講受講受講受講しますしますしますします。。。。    

ご氏名  ：               （登録番号：      ） 

ご連絡先 ：                    （携帯・自宅・勤務先） 

Ｅ－ｍａｉｌ ：                           

 会  員 ： □クラブ会員   □非会員弁理士→当日入会［する・しない］ 

 実務経験 ：   年 分野：機械・電気・化学・意匠・商標・その他（    ） 

ご意見・ご要望：                               

                                       

（ご記入いただいた個人情報は当研修の参加者管理目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。） 

講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介  弁理士 板谷 真之（板谷国際特許事務所所属、２００５年弁理士登録） 

 特許事務所及び企業知財部において、電気、機械、化学等をはじめ幅広い分野における特許出願及び中間処

理等を経験している。２００６年度～現在に至るまで、関西特許研究会に所属。 
 

講義内容講義内容講義内容講義内容（（（（講師講師講師講師よりよりよりより一言一言一言一言）））） クライアントへのコメントや意見書等の書き方やスタイルは事務所によって

千差万別です。特に、コメントは公になりませんので、どのようなコメントが良いのか、自分の書き方や

内容でクライアントが満足しているのか、個人ではなかなか分かりません。本研修では、他の受講生のコ

メント等を参照することで、受講生ご自身の書き方等を客観視して頂くとともに、企業知財経験者から見

た好ましいコメント等のあり方等を解説し、その中でノウハウ的な内容も盛り込みたいと思います。 


